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小児甲状腺がんの発症時期 

出典：国連科学委員会（UNSCEAR）
   2000年報告書より作成

小児甲状腺がん（チェルノブイリ原発事故）

甲状腺

ヨウ素は甲状腺ホルモンの材料
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事故の４～５年後に
小児甲状腺がんが発生し始め、

10年後には10倍以上に増加

原発事故由来の 
内部被ばくによる発がん 


